
 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久慈の機初 
はたぞめ 

から、筑波、結城に至る道筋は、まぎれも

なく我が国養蚕、機業のふるさとであり、古代のロマンを秘

めた「いばらきシルクロード」である。名称にあえて絹、糸、

蚕を織り込んだほどのこれら河川流域一帯のかつての養蚕や

絹業の繁栄ぶりが偲ばれる。 



 

   

万葉歌碑 
(つくばテクノパーク大穂) 

蚕影神社 
（つくば市神郡） 

蚕養神社 
（日立市） 

   

蚕霊神社 
（鹿島郡神栖町） 

蚕霊山千手院星福寺 
（鹿島郡神栖町） 

大桑神社 
（結城市） 

 

長幡部神社 
（常陸太田市） 

桑中学校 
（小山市） 

絹中学校 
（小山市） 



   

養蚕小学校 
（下館市） 

蚕飼小学校 
（千代川村） 

機初小学校 
（常陸太田市） 

   

小貝浜、蚕養浜 

（日立市） 

蚕生貝
さんしょうがい 

小貝浜は、かつては「蚕養浜」といわれ、この浜

一帯からとれる美しい小貝は「蚕生貝 」と呼ばれ、

蚕室などに祀って豊蚕のお守りにされた。 

糸繰川 

（関城町ー下妻市） 

 

小貝川 
（蚕飼川） 

鬼怒川 
（絹川） 

結城紬の 
機織（いざり機） 



いばらきシルクロード 

 

常陸国（現茨城県）は古代に養蚕･織物の先進地であった。養蚕や織物に関わる神社や寺が

各地に祀られ、養蚕や機業に因む名称の地域や河川が多く存在し、伝説が伝承されているこ

とは、かつてこのあたりが養蚕や機業の地であったことを雄弁に物語っている。また県内に

我が国で最初の蚕種本場として一世を風靡した史実がある（↓）ことや、今も古来の技法の

流れを汲む紬業が反映していることなどもそれを裏づけている。また「万葉集」に「筑波嶺

の新桑繭の衣はあれど君が御衣しあやに着欲しも」と、筑波と桑･ 繭･衣とをおりこんで詠

われており（万葉歌碑、つくばテクノパーク大穂内に所在）、7～8世紀の昔にすでにこのあ

たりが養蚕の地であり、よい絹織物の産地だったことを証左して意義深い。 

文武天皇の大宝 3 年（703）に、筑波山麓の蚕影神社の近くで蚕種を作り、市場を結城の地

に開いたといい、これは日本における蚕種業の最古の記録として知られている。蚕種業は近

世中期以降、養蚕業からの分化が進行し、次第に地域的に特産化して発達したが、元禄（18

世紀前半）頃におけるその中心地は結城地方であった。260戸余が蚕種業に従事し、すでに

分場組織に似た小作養蚕も行われ、広く各地に販売して「結城蚕種本場」の名声をほしいま

まにしていた。 


